
国立大学が法人化しでも改革の進展には期待できないという声もある。

秋田県が今春開設する国際教養大学の学長に就任する中嶋嶺雄・
前東京外

国語大学学長（元国立大学協会副会長）
は、
多くの国立大学は変わりたく

ないのが本音だと指摘する。
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(『秒読み　国立大法人化の課題(4)　「変わりたくない」が本音(『日本経済新聞-2004.01.31


